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【対 象】 1984年から2013年まで群馬大学で加療した
精巣腫瘍337例.【方 法】 対象を10年ごとに3群
(前期1984-93年,中期1994-2003年,後期2004-2013年)
に分け,症例数,年齢,組織型 (S:セミノーマ,NS:非セ
ミノーマ),転移の有無を検討した.【結 果】 前期と
比較し後期では,症例数は91例から137例に増加して
いた.年齢はSは40.4歳から39.9歳と不変であったが,
NSは28.3歳から33.4歳と上昇傾向を認めた.組織別で
はSとNSとの割合に変化 (Sの割合が59％から54％)
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